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「伝統建築工1匠の技」ェネスコ無形文化遺産に登録

令
和
二
年
十
二
月
十
七
日
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
保
護
条
約
第
十
五
回
政
府
間
委
員
会
に
お

い
て
、
日
本
が
登
録
に
向
け
提
案
を
進
め
て
い
た

「伝
統
建
築
工
匠
の
技

一
木
造
建
造
物
を
受
け
継

ぐ
た
め
の
伝
統
技
術
」
の
、
代
表

一
覧
表

へ
の
「記

載
」
が
正
式
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
翌
十
八
日
に
は
、
文
化
財
修
理

技
術
保
存
連
盟
に
加
盟
す
る
社
寺
建
造
物
美
術
保

存
技
術
協
会
他
六
団
体
が
清
水
寺

（京
都
市
）
に

参
集
。
弊
団
体
か
ら
は
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
代
表
理
事

と
荒
木
理
事
が
参
列
し
、
関
係
者
の
皆
様
と
喜
び

を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

登
録
は
、
［建
造
物
装
飾
］
社
寺
建
造
物
美
術

保
存
技
術
協
会
を
含
む
国
の
選
定
保
存
技
術
十
七

件
で
構
成
さ
れ
、
無
形
文
化
遺
産
全
般
の
重
要
性

の
認
知
と
意
識
の
向
上
の
確
保

へ
の
貢
献
や
、
無

形
文
化
遺
産
と
有
形
文
化
遺
産
で
あ
る
建
造
物
と

の
本
質
的
な
関
係
に
光
を
当
て
て
い
る
こ
と
な
ど

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
（文
化
庁
報
道
資
料
よ
り
）

伝
統
技
術
の
伝
承
を
真
の
意
味
で
実
現
し
て
い

く
た
め
に
、
弊
協
会
が
目
指
す

望
貝
任
あ
る
修
理
」

と

「健
全
た
る
業
界
の
発
展
」
が
ま
す
ま
す
求
め

ら
れ
て
い
く
こ
と
と
、
思
い
を
新
た
に
す
る
契
機

と
な
り
ま
し
た
。
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●令和 2年度 年間事業報告 ●

第1回 理事会・社員総会 通信理事会 (書面)

臨時理事会 通信理事会 (オ ンライン)

臨時理事会 京都 松山閣 松山 伊勢丹店

通常会員縮会 京都 元山王小学校内 ふれあいサロン

●固有技術向上研修会 【単色塗部門】 京都 元山工小学校内 社美協 /畳保存会事務所

●固有技術向上研修会 【彩色部門 第I期〕 京都 車折神社境内 芸能神社本殿

0新規採用者のための文化財修理研修会 京都 TKP京都四条駅前カンファレンスセンター

●固有技術向上研修会 【金具部門 第I期】
東京 蜘小西美術工藝社 東京工房

栃木 lttl小西美術工藝社 日光工房

●固有技術向上研修会 【彩色部門 第工期】
脇障子彩色研修

栃木 lttl小西美術工藝社 日光工房

0固有技術向上研修会 【彩色部門 第I期】
墓股彫刻彩色研修

京都 lttl,II面美術研究所 福王子ア ドリエ

●固有技術向上研修会 【金具部門 第工期】 京都 車折神社境内 芸能神社本殿

0固有技術向上研修会 【金具部門 第Ⅱ期追加】 京都 車折神社境内 芸能神社本殿

第2回 理事会 京都 元山工小学校内 社美協事務所

伝統建築工匠の技保存会 臨時総会 東京 TKP上野駅前ビジネスセンター

文化財修理技術保存運盟 伝統建築工匠の技
ユネスコ無形文化遺産登録記念奉祝会

京都 清水寺

京都市文化財建造物保存技術研修センター

第3回 理事会 通信理事会 (オ ンライン)

令和 2年

5月

6月 1,日

6月 25日

6月125日

7月 13目 ～17目

7月 27日 ～81月 41日

8月 4日 ～5日

8月 17口 ～25目

9月 7目 ～19爾

91月 14目 ～29日

10月 5風 ～6日

101月 2司 目

11月 12日

11月 20日

12月 19目

令和 3年

令和3年 1月-26日

活動 (●は国庫補助事業) 場  所

※他団体の実施する会議などへの参加は、主要なもののみ掲載
※新型コロナウィルス感染症の影響により0「中 ,上級技術者研修会」0「建造物装飾修理用資材研修会」は開催中止、日本の技 EXPOは開催延期

1.固有技術向上研修会 <対象 :経験年数 5年～10年 >

各専門技術の基本的な作業手順とその応用を研修し、また実際の施工例を題材とした課題検討を行う。

令和 3年度は、経験年数 5年～10年の漆、彩色部門の技能者を対象に、基礎技術の確認を目的とした研修を実施

する。

○ホームページによる活動報告

○報告書と会報「すいかずら」による研修事業の成果報告 (年 1～ 2回発行)

令和3年度社寺建造物装飾技術者事業計画 (日庫補助事業)

①
鱗
鰤
練。麟

②
爛
。録拗紳
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ご
あ
い
さ
つ

令
和
二
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、
当
協
会
の
活
動
に
も

影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
予
定
し
て
い
た
研
修
の
約
半
分
を
見
合
わ
せ
る
こ
と

と
な
り
、
大
変
残
念
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
京
都
の
車
折
神
社
様
で
は
、

対
策
を
図
り
な
が
ら
固
有
技
術
向
上
研
修
を
実
施
し
、
三
年
越
し
の
修
理
が
完
成

に
至

っ
た
こ
と
は
、
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。
高
田
能
史
宮
司
を
初
め
、

関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

当
協
会
は
、
荒
木
前
会
長
の
時
代
か
ら
、
研
修
制
度
と
認
定
制
度
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
大
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
今
年
度
は
理
事
会
の
体
制
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。
澤
野

道
玄
さ
ん
が
理
事
を
引
退
さ
れ
顧
問
へ
就
任
い
た
だ
い
た
こ
と
を
き

つ
か
け
に
、
理
事
の
数
を
六
人
に
絞
り
、

メ
ン
バ
ー
の

一
新
を
図
り
ま
し
た
。
会
長
以
外
の
五
人
の
理
事
が
当
協
会
五
部
門
を
そ
れ
ぞ
れ
統
括
す
る
、
担

当
理
事
制
度
と
い
た
し
ま
し
た
。
理
事
に
は
新
し
く
、
長
屋
進
氏

（漆
部
門
）
、
片
山
龍
馬
氏

（単
色
塗
り
）
、

小
野
村
勇
人
氏

（剥
落
止
め
）
を
迎
え
、
彩
色
部
門
に
は
荒
木
か
お
り
副
会
長
、
銹
金
具
部
門
は
森
本
安
之
助

氏
に
担
当
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
担
当
理
事
の
下
に
、
部
長
を
設
け
、
「技
能
者
が
考
え
、
技
能

者
の
た
め
に
な
る
研
修
制
度
」
を
実
現
す
る
体
制
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
こ
の
担
当
理
事
と
部
長
の
十
人
が
何
度
も
話
し
合
い
を
重
ね
、
経
験
年
数

一
年
か
ら
十
年
ま
で
の

技
能
者
に
向
け
た
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う

一
文
を
し
た
た
め
な
が
ら
も
、
そ
の
過
程
に
、
コ

年
目
は
何
を
教
え
る
べ
き
か
、
二
年
目
は
？
」
と

問
い
な
が
ら
各
部
門
で
案
が
練
ら
れ
、
五
つ
も
の
部
門
で
そ
れ
を
整
理
し
、
互
い
に
調
整
す
る
な
ど
、
様
々
な

苦
労
が
あ

っ
た
こ
と
が
思
い
返
さ
れ
ま
す
。

令
和
三
年
度
は
、
原
則
五
年
生
か
ら
十
年
生
の
技
能
者
の
技
術
を
、
研
修
を
通
し
て
確
認
し
、
「中
級
技
能
者
」

認
定
が
で
き
る
よ
う
拳
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
十
六
年
以
上
の
実
績
が
あ
り
、
上
級
技
能
者
で
な
い
技

能
者
を

「准
上
級
技
能
者
」
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
を
進
め
る
こ
と
で
、
登

録
さ
れ
て
い
る
社
美
協
準
会
員
２３２
人
の
う
ち
約
九
割
が
何
ら
か
の
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
業
界
に
入

っ
て
か
ら
、
私
は
、
国
宝

・
重
要
文
化
財
を
修
理
す
る
技
能
者
の
業
界
に
資
格
制
度
が
な
い

こ
と
に
大
き
な
違
和
感
を
覚
え
ま
し
た
。
人
の
髪
の
毛
を
切
る
た
め
の
国
家
資
格
が
あ
る
の
に
、
国
宝
に
触
れ

る
た
め
の
資
格
が
な
い
こ
と
は
不
自
然
で
す
。
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
技
術
を
有
す
る
者
に
資
格

が
な
い
こ
と
も
理
解
に
苦
し
み
ま
す
。
是
非
と
も
実
現
を
し
た
い
認
定
制
度
で
す
。

令
和
四
年
度
に
は
研
修
制
度
を
本
格
始
動
で
き
る
よ
う
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
今
は
準
会
員
へ
の
認
定
を
進

め
る
大
切
な
立
ち
上
げ
の
段
階
で
す
。
全
力
で
挑
戦
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

代
表
理
事
　
ア
ト
キ
ン
ソ
ン

デ
ー
ビ
ツ
ド

マ
ー
ク

コロナウイルスの影響に関する調査レポー ト

令
和
二
年
十
二
月
に
実
施
し
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
経

営
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

（概
要
）
を
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

回
答
の
あ

っ
た
１８
社
の
う
ち
、
「経
営

へ
の
影
響
の
有
無
」
に
関
す
る

質
問
で
は
、
「
や
や
影
響
が
あ

っ
た
」
が
約
六
割
を
占
め
ま
し
た
。
具
体

的
な
影
響
の
内
容
と
し
て
は
、
「売
上
」
「営
業
活
動
」
「原
材
料

・
資
材

等
の
仕
入
れ
」
が
主
な
回
答
と
な
り
、
民
間
工
事
、
文
化
財
助
成
事
業
そ

れ
ぞ
れ
に
影
響
の
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
実
施
し
て
い

る
姑
応
策
で
は
、
「従
業
員
の
健
康
管
理

・
注
意
喚
起
」
「消
毒
液
等
の
設

置
」
が
多
数
を
占
め
、
時
差
出
勤
や
在
宅
勤
務
の
適
用
が
困
難
な
業
界
な

ら
で
は
の
事
情
が
窺
え
ま
し
た
。

新型コロナウィルス感染症による経営への影響の有無

18件の回答

● 深刻な影響が出ている

0や や影響が出ている

0影響はまだ出ていない

0影 響は出ておらず、見込みもない

0目 に見える影響は出ていないが、今後の影響が懸念される。

111%

16,7。/。

611%
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1国1庫補助事1業研修会 【伝承者の養成】

「新規採用芳のための丈オヒ財惨テ里研修会」
間 :令禾日2年 8月 4日 ・5日

所 :TKP京都四条駅前カンファレンスセンター ミーティングルーム8D(京都市 )

師 :(公財)文化財建造物保存技術協会 賀古唯義、 (財 )中小建設業特別教育協会 高崎親―

生 :6名多

期

場

講

研

文
化
財
修
理
に
従
事
す
る
技
術
者
と
し
て
心
得
て
お
く
べ
き
基
碓
知
識
を
学

ぶ
研
修
を
今
年
も
開
催
し
ま
し
た
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
状
況
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
参
加

の
見
合
わ
せ

や
感
染
対
策

の
た
め
、
会
場
変
更
を
す
る
な
ど
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
全
員

が
健
康
を
損
ね
る
こ
と
な
く
、
研
修
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
日
間
の
研
修
で
は
、
今
年
度
も

（公
財
）
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会

賀
古
唯
義
氏
を
講
師
に
お
赳
え
し
、　
一
日
日
、
第

一
部
で
は
文
化
財

の
修
埋
計

画
が
ど
の
よ
う
に
計
画
さ
れ
、
進
行
し
て
い
く
の
か
、　
一
連

の
流
れ
を
解
説

い

た
だ
き
、
ま
た
、
を死
成
後
の
地
域
の
活
用
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
工
事
で
実
際
に
経
験
さ
れ
た
彩
色
工
事

の
修
理
方
針
の
課
題
を

取
り
上
げ
、
参
加
し
た
研
修
生
そ
れ
ぞ
れ
が
修
理
の
進
め
方
を
検
討
す
る
実
習

課
題
を
実
施
し
、
今
後
業
務
に
携
わ
る
う
え
で

「
い
つ
ま
で
も
考
え
続
け
て
ほ

し
い
こ
と
」
を
学
び
ま
し
た
。

二
日
日
は
、
労
働
災
害
を
起
こ
さ
ず
心
身
共
に
健
康
で
安
全
に
業
務
に
あ
た

る
た
め
の
知
識
や
法
令
を

（財
）
中
小
建
設
業
特
別
教
育
協
会

古
回
崎

親

一
氏

に
解
説
い
た
だ
き
、
学
習
し
ま
し
た
。

|:■1琴■1義
「―
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固有技術向上研4多会 車折神社芸能神社本殿竣工

初
級
技
術
者
を
対
象
に
各
部
門
技
術
の
基
礎
工
程
と
技
術
の
向
上
を
意
図
し
た
本

研
修
は
、
車
折
神
社

（京
都
市
右
京
区
）
芸
能
神
社
本
殿
を
対
象
に
単
色
塗
、
彩
色
、

金
具
の
三
つ
の
部
門
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
当
初
の
事
業
計
画
で
は
七
月

完
成
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
全
体
計
画

を
見
直
す
こ
と
と
な
り
、
よ
り
安
全
な
開
催
を
模
索
す
る
中
で
、
実
施
場
所
や
日
程

を
再
調
整
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
運
営
上
の
困
難
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
令
和
二

年
十
月
二
十

一
日
、
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、
最
後
の
銹
金
具
が
取
付
け
ら
れ
、
平

成
三
十
年
度
か
ら
進
め
て
い
た
三
カ
年
の
実
技
研
修
が
全
て
終
了
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
参
加
し
た
研
修
生
や
講
師
を
招
い
た
竣
工
の
式
典
の
開
催
は
、
当
協
会

と
し
て
は
残
念
な
が
ら
実
施
を
見
送
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
十
二
月
十
七
日
に

は
車
折
神
社
様
が
竣
工
奉
祝
祭
を
主
催
く
だ
さ
り
、
招
待
を
受
け
た
ア
ト
キ
ン
ソ
ン

代
表
理
事
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。
来
賓
の
西
脇
京
都
府
知
事
、
門
川
京
都
市
長
か

ら
は
祝
辞
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

国庫補助―事業研修会【技術・技能の錬磨】―

」単 色 塗 所 惨 会「
間 :令和2年 7月 13日 ～17日

所 :社寺建造物美術保存技術協会 /文化財畳保存会 旧山王小学校事務所 (京都市)

師 :l本内片山 片山龍馬

生 :2名多

期

場

講

研

今
年
度
は
、
昨
年
度
の
応
用
編
と
し
て
、
難
易
度
の
高
い
蔀
戸
の

胡
粉
塗
り
、
塁
塗
り
を
研
修
で
進
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

取
り
外
さ
れ
た
部
材
の
状
態
は
良
好
で
あ

っ
た
の
で
、
下
地
処
理

に
時
間
は
か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
組
み
立
て
ら
れ
た
建
具
の
凹

凸
各
面
を
汚
さ
ぬ
よ
う

塗
り
分
け
る
作
業
は
、

通
し
た
道
具
の
選
択
と

集
中
力
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
研
修
場
所
が
屋
外

の
場
合

は
天
候
を
含

め
、
環
境
が
作
業
効
率

に
影
響
し
、
手
を
動
か

す
こ
と
以
外
に
も
気
を

配
る
こ
と
が
増
え
ま
す

の
で
、
今
回
屋
内
作
業

と
な

っ
た
こ
と
は
、
作

業
に
没
頭
す
る
に
は
功

を
奏
し
た
よ
う
で
す
。

者

驀
‐ 暉 こ

こ 職 畿 導

一露

‐ ‐ 44

‐ ‐ 強 ,こ

とこ1聰.基

、こ 墓 |、苧|―
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1国―庫補助事業研修会

「彩 色 所 惨 会」
令和2年7月 27日 ～8月 4日  第■期 脇障子 9月 7日 ～19日、暮般 9月 14日 ～29日

車折神社境内 芸能神社本殿 (京都市)

脇障子 lホ内小西美術工藝社 日光工房 (日 光市)

暮般 0'|1面美術研究所 福王子フ トリエ (京都市)

第Ⅱ期 暮股 lttlサ II面美術研究所 所長 荒木かおり、助手 宍戸優子

脇障子 lホ痢小西美術工藝社 渋谷大輔

2名、第Ⅱ期 脇障子 2名、暮股 2名

期

場

講

研 修

第 I期

第 I期

第Ⅱ期

第 I期

第Ⅱ期

第 I期

間

所

日雨

生

【第
Ｉ
期
】

昨
年
度
の
研
修
で
調
査
、
ト
レ
ー
ス
を
進
め
た
縁
下
幕
板
の
文
様
を
復

元
し
ま
し
た
。

初
日
、
胡
粉
の
歴
史
や
製
法
に
つ
い
て
荒
木
か
お
り
講
師
か
ら
の
解
説

を
受
け
て
か
ら
、
作
業
に
着
手
し
ま
し
た
。
光
沢
の
あ
る
漆
塗
膜
の
上
に

文
様
を
載
せ
て
い
く
た
め
、
顔
料
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
、
隠
蔽
力
の
高
い

絵
具
を
選
択
す
る
な
ど
工
夫
が
必
要
で
し
た
。
研
修
生
た
ち
は
、
型
が
ず

れ
ぬ
よ
う
、
発
色
良
く
塗
り
重
ね
て
い
く
よ
う
、
調
整
を
重
ね
な
が
ら
挑

み
ま
し
た
。

【第
Ⅱ
期
】

暮
股
彫
刻
と
腸
障
子
の
絵
画
は
、
京
都
と
日
光
の
二
か
所
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
現
図
を
基
に
線
を
描
き
、
色
を
入
れ
て
い
く
工
程
を
研
修
し
ま

し
た
。

作
業
工
程
が
頭
に
入

っ
て
い
て
も
、
実
作
業
で
は
、
経
験
の
不
足
や
技

術
力
に
よ
り
迷

い
や
課
題
が
生
じ
る
、
時
間
配
分
が
思
い
通
り
に
い
か
な

い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
ま
す
。
ぶ
つ
か
り
な
が
ら

一
つ
の

も
の
を
完
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
務
で
の
自
分
の
作
業
を
振
り
返
る
こ

と
に
つ
な
が
る
な
ど
、
収
穫
は
大
き
か

っ
た
よ
う
で
す
。
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国庫補助事業研修会

F全 具 所 惨 会」
追加 10月 21日第 I期 令和2年8月 刊7日 ～月25日   第Ⅱ期 10月 5日 ～6日

第 I期 仙小西美術工藝社 東京工房 (東京都大田区)

第Ⅱ期・追加 車折神社境内 芸能神社本殿 (京都市)

$内小西美術工藝社 宍戸康一、山本睦

第 I期  3名、第 H期  4名、追加 1名

間

所

R雨

生

期

場

講

研 修

昨
年
度
は
取
り
外
し
た
金
具
の
補
修
を
中
心
に
研
修
し
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
脱
落
し
て
い
た
箇
所

の
金
具
の
新
規
制
作
、
表
装
仕
上
げ
、
取
付
を
進
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

脱
落
箇
所
の
金
具
は
、
参
考
と
す
る
金
具
が
残

っ
て
お
ら
ず
、
文
様

の
図
案

か
ら
提
案
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
柄
の
選
択
や
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た

図
案
作
成
、
設
定
時
間
を
意
識
し
た
作
業
の
進
行
な
ど
、
研
修
生
そ
れ
ぞ
れ
が

自
分
た
ち
の
力
量
と
対
峙
す
る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
講
師
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が

ら
懸
命
に
手
を
動
か
し
て
い
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

韓/
11畿 ′

指
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各会員の連絡先、最新情報は社美協ホームページ「会員名簿」(https〃shabikyo com/meibo html)で ご確認いただけます。  令和3年 1月

漆 彩 景」 単 金

登録部門 ○ ●

上級技能者数 1 1(― 社)天 野山文化遺産研究所

その他準会員数 3 3

登録部門 ●

上級技能者数 4 4伽 大 谷 相 模 縁 鋳 造 所

その他準会員数 3 3

登録部門 ◎ ○ ○ ●

上級技能者数 2 2い 片 山

その他準会員数 1 2 3

登録営5F弓 ● ◎

上級技能者数 3 30川 面 美 術 研 究 所

その他準会員数 13 2 15

登録部門 ● ●

上級技能者数 1 1 2岸 野 美 術 漆 工 業 m
その他準会員数 7 7 14

登録部門 ◎

上級技能者数 0京 都 社 寺 錫 漆 い

その他準会員数 5 5

登録営БF司 ◎

上級技能者数 0い 後 藤

'労

金 具 製 作 所

その他準会員数 4 4

登録部門 ● ● ◎ ● ●

上級技能者数 6 4 ヽ 3 14い 小 西 美 術 工 藝 社

その他準会員数 22 11 2 2 6 43

登録部門 ● ◎

上級技能者数 2 20彩 色 設 計

その他準会員数 3 2 5

登録部門 ● ● ◎

上級技能者数 1 1 2伺 齋 藤 漆 工 芸

その他準会員数 6 2 1 9

登録部門 ● ●

上級技能者数 1 1 2い力】住や     さ

その他準会員数 1 1 2

企業名 (正会員) 漆 彩 最」 単 金

登録部門 ● ◎ ○

上級技能者数 1 10佐 和 漆 工 芸 社

その他準会員数 4 4 8

登録部門 ● ● ● ●

上級技能者数 1 1 1 1 4い さ わ の 道 玄

その他準会員数 3 5 5 5 18

登録部門 ◎

上級技能者数 0
(― 財)塩尻・木曽地域地場
産 業 振 興 セ ン タ ー

その他準会員数 2 2

登録部門 ◎ ◎ ○ ○

上級技能者数 00島 津 漆 彩 色 工 房

その他準会員数 12 7 19

登録部門 ◎

上級技能者数 00鈴 木 訪 金 具 工 芸 社

その他準会員数 6 6

登録部門 ●

上級技能者数 2 2い は せ が わ 美 術 工 芸

その他準会員数 5 5

登録部門 ● ○

上級技能者数 1 1邑 田 漆 芸 い

その他準会員数 9 9

登録部門 ●

上級技能者数 2 2い 森 本 錫 金 具 製 作 所

その他準会員数 6 6

登録部門 ●

上級技能者数 2 20横 山 金 具 工 房

その他準会員数 1 1

登録部門 ● ◎ ○ ○ ◎

上級技能者数 1 1い 若 林 工 芸 舎

その他準会員数 4 1 1 1 7

企業名 (正会員)

個 人 準 会 員
漆 彩 剥 単 金

11 4 4 8 1 28

凡例 と各項目集計

登録部門

当該部門を主たる技術として登録の上級技能者がいる ●

上級技能者はいないが、当該部門を主たる技術として登録の準会員がいる ◎

他部門を兼務する準会員がいる ○

上級技能者数 45

その他準会員数 187

個人準会員数 28

260

※上級技能者とは、原則、次の者とする
・16年 以上の経験を有する
・職長として、一定以上の文化財の施工作数 (部門別)及 び施工総額の実績を有する
・職長として施工した文化財のうち、2作の代表物件における外部有識者を交えた現地審査を経た者

※個人準会員とは、原則、次の者とする

業務を正会員と常用外注する関係にあり、且つ高度な文化財建造物装飾技術の保持が正会員により担保されている者

報■団去人社寺建造物美術保存技術協会 序
〒108‐0014
東京都港区芝4‐45 三田 KMビル3F
lお先lノ」ヽ西美術工藝社内 (事務局)

Tel:03‐5765‐ 1481  Fax:03‐ 3455‐9250
躇

令和2年度は、これまでにない課題に直面する一年 となりました。数々の

制約にばかりとかく目が向きがちですが、理事の皆様にもご意見を賜りな

がら、視点を変換 し乗 り越えていくことの大切 さを痛感いたしました。(S)
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